
 

 

 
「国際ペン東京大会 2010」での講演 

～世界に通じる『豊岡物語』～ 

 
国際ペン大会は、年 1 回世界各地で開催され、国際ペンクラブの総会に加え、大会テーマ

にあわせた文学フォーラムなどが行われる。 
「国際ペン東京大会 2010」は、社団法人日本ペンクラブが創立 75 周年にあたる今年、四

半世紀ぶり(前回開催：1984 年、井上 靖会長)に日本で開催される大会である。 
今大会のテーマ「環境と文学『いま、なにを書くか』」の下、世界各地の作家、詩人、文

学関係者などが出席され、中貝市長も招かれて講演を行う。 
 
１．講演日時（予定）  

平成２２年９月２３日(木)午後１時１５分～午後２時（３０分講演、質問１５分） 

 

２．場  所     

早稲田大学 小野梓記念講堂（東京都新宿区西新宿１－６－１） 
 
３．演題（予定）   

「コウノトリと共に生きる」 

 

４．講演経緯 

   日本ペンクラブ会員であり、植村直己冒険賞選考委員である西木正明氏の紹介で、中

貝市長が今大会のテーマに合致する本市の取組みを講演することになった。 

（市長は、平成２０年６月、日本ペンクラブに招かれて講演したことがある） 
 
 
【参考】 

○国際ペン東京大会 2010 概要 
・開催期間    平成 22 年９月 23 日（木）～10 月１日（金） 
・会  場    東京都 

早稲田大学（大隈講堂、小野梓記念講堂）、京王プラザホテル、 
淑徳大学池袋サテライトキャンパス、カナダ大使館など 

            京都市 
             京都市国際交流会館 

・内  容    21 世紀の最大課題である地球環境問題、自然と人間との共生、持

続ある社会への展望を作家の視点から話し合う 
〈主なプログラム〉 

文学フォーラム、記念講演、セミナー、国際環境文学者会議、 
詩の朗読会、環境映画上映会など 

  

 

資料 ３ 



 

 

 

○国際ペンクラブ（International PEN） 

・文学を通じて諸国民の相互理解を深め、表現の自由を擁護するための国際的な団体。 
・1921 年に設立。本部はロンドン。 
・PEN とは、Poets（詩人）、Playwrights（劇作家）、Essaists（随筆家・評論家）、

Editors（編集者）、Novelists（小説家）などを表す。 
 

 

○日本ペンクラブ（the Japanese Centre of the International PEN） 

・国際ペンクラブの日本センターとして 1935 年 11 月 26 日に創立。 

・当時の日本は、満州事変後に国際連盟を脱退して、国際的に孤立に向かう状況に置

かれていた。それを憂う動きがリベラルな文学者や外交官の間にあり、ロンドンの

国際ペンクラブからの設立の要請を受けて、当時第一線で活躍していた作家、詩人、

外国文学者、評論家の有志の賛同を得て創立された。初代会長は文豪島崎藤村氏。 

・その創立と歴史が示すように、平和を希求し、表現の自由に対するあらゆる形の弾

圧反対の PEN 賛同者が集まり、独立自尊をモットーに活動をし続け、日本の言論界

をリードしてきた。 

・歴代会長には、その時代を代表する作家が就任。現在の会長は阿刀田
あ と う だ

 高
たかし

氏。 
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